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伝送システムを開発したので，以下に記述する。

2. システム概要

2.1 システム構成

（1）システム構成を図1に示す。

（2）構成装置及び収容規模（表1）は以下からなる。

・ IPマネージャ

・ヘッドエンドモデム装置

・ヘッドエンド管理装置

・�Variable Bit Rate）と，固定に割り当てるCBR（Constant Bit

Rate）の速度設定が可能である。64 QAM変調方式による下り

伝送は，最大伝送速度30.34 Mbps 1回線を共有し，QPSK方式

による上り伝送は，最大伝送速度2.56 Mbpsを6回線が独自に

使用できる。本システムでは，電力設備情報を確実に伝送する

必要性Passive

Double Star）方式とした。光カップラは，1× 8分岐と 1× 4（







4.3 装置動作説明

4.3.1 IPマネージャの動作

IPマネージャは，お客さま端末Ⅱに対するポーリング装置

であると共に，パケット交換網上にある上位ホストとのプロト



ていた。お客さま端末Ⅱでは，その設定を IPマネージャ側に

て行うことで，現地設定をなくした。

6. まとめ

ケーブルモデムを用いたお客さま情報伝送システムの開発に

あたり，システムのコスト削減を図るとともに，お客さま情報

のセキュリティ確保・ IPネットワークでありながら端末の情

報衝突が無くQoSを確保したお客さま情報伝送システムを実

現し，所期通り運用することができた。

7. 今後の課題

お客さま情報伝送システムにおけるアクセス伝送系は，情報

ニーズに対し柔軟なシステム構築が必要とされる。

今後，さまざまな情報ニーズの要求されるなかアクセス伝送

路の伝送速度向上，多様な情報へのシステム対応を検討してい

く必要がある。
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